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 野焼き実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弓矢的当てゲーム 

縄文時代の狩りを疑似体験！ 

 

11 月 12 日(土) ―講演・探訪会― 「植生から見る土地の歴史と環境」 

田名向原遺跡周辺の自然環境を学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧石器ハテナ館 

史跡田名向原遺跡 

旧石器時代学習館 

℡042‐777‐6371 
平成 23 年 12 月 1 日 

【第 13 号】 

「尖頭器」とは主に旧石器 

時代に使われた狩猟具です 

ハテナ館と地域をつなぐ会 

石垣団子を格安提供！ 

 講演・探訪会に合わせて石垣

団子を２コ入り 150 円で原価販

売しました。さつまいもの甘さ

をいかした蒸しパンは、素朴で

懐かしい味だと好評でした。 

市立博物館の秋山幸也学芸員を

招き、講演・探訪会を開催しまし

た。 
 植生に関わる講演の後、遺跡公

園に行き、相模川を見下ろしなが

ら、河原の状況から読み取れる植

生の移り変わり等のお話がありま

した。参加者から、実際に植生を

見ながら解説していただいたので

非常に分かりやすかったという感

想をいただきました。 

 11 月 3 日文化の日に、勝坂遺跡公園で縄文まつ

りが行われました。色々なコーナーが用意される

中、旧石器ハテナ館も弓矢的当てコーナーの担当で

参加しました。また、当館主催の土器作り連続講座

の 3 回目として、制作した土器の野焼きもイベント

の１つとして行いました。子どもを中心に多くの方

にお越しいただき、弓矢的当てゲームはここでも大

人気で、出張した甲斐がありました！ 

←はじめは火のまわり

に土器を置いてじっくり

乾燥させます。 

 

↑だいたい乾燥したら一気に焼き上げます。 

←ほとんどの作品が割

れることなく、焼き上が

りました。 



12/23 には 

焼きいも大会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品展の開催迫る！ 

作品を貸してください!! 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年も年末恒例の作品展を開催します。期間は

12 月 19 日(月)～27 日(火)までで、初日のみ 14 時

～17 時で、2 日目以降は 9 時～17 時までとなって

おります。当館の体験教室に参加した方で作品を

貸していただける場合は、当館まで作品をお持ち

ください。また、23 日(祝)の午後にはハテナ館と地

域をつなぐ会による焼いも大会を行いますので、

是非ご賞味ください。 

―展示内容― 

・各種体験教室の作品 

・中学生文化財保護 

ポスター(140 点) 

・ハテナ館利用団体作品 

・田名向原遺跡 

第２次調査出土品 

←お預かりした作品

はきれいに並べて展

示します。貸してく

れた人には記念品を

プレゼント！ 

第 2 回  住居状遺構―2 万年前の堅牢なイエ― 

 知られざる旧石器時代の生活に迫る連載記事の第２

回。今回は、田名向原遺跡を一躍有名な遺跡として世

間に広めるきっかけとなった住居状遺構の発見につい

て詳しく紹介します。 

【住居状遺構の概要】 

 田名塩田の土地区画整理事業に伴う発掘調査によっ

て平成９年に発見された住居状遺構は、国内最古の建

物跡と評価され、平成11年に国史跡に指定されました。 

 住居状遺構は12箇所の柱穴と２基の炉、外周円礫(柱

穴の外周を巡る多数の円礫)で構築されています。遺構

の大きさは直径約10mあり、かなり大きくしっかりした造り

の建物があったと推定されています。 

 遺構内からは尖頭器を中心に、微細剥片等も合わせ

て約3000点もの石器が出土しました。遺構内の下層は

未調査のまま保存されているため、石器の総数はさらに

多くなると推定されます。石器の分布状況も特徴的で、

外周円礫の内側で多量に出土している石器が、外周円

礫の外側ではほとんど確認されませんでした。これは内

と外を隔てる遮蔽物(上屋)の存在を暗示しています。 

 住居状遺構は柱穴から見つかった炭化物から年代測

定し、暦年較正した結果、今から約２万年前の後期旧石

器時代に属するものだと示されました。２万年も前から相

模原に人が生活していた建物があったということで、太

古のロマンを感じる方も多いのではないかと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【建物跡の機能―何のためのイエか？】 

 旧石器人は遊動生活をしていたという考え方が一般論

としてある中、田名向原の堅牢なイエは何のために築か

れたのでしょうか？出土した石器から建物の機能につい

て以下の３つの説が挙がっています。 

①石器製作の工房 

②尖頭器を流通させるための拠点 

③魚捕りのための共同作業場(漁労具の手入れ？) 

 ①は石器と石器を作るときに生じた微細な剥片が多量

に出土したことから導かれた説です。②は多方面の黒曜

石が持ち込まれ、さらに石器のうち、尖頭器が１９５点と

圧倒的に多いことから推測されました。③は住居状遺構

が相模川河畔近くに構築されたことに着目し、出土尖頭

器が小ぶりで使用痕や先端部の欠損が多いことから推

察した説です。どれが正しいとは言えませんが、どの説

もただ寝泊まりするだけの建物ではなく、ある一定期間

留まって作業をする場所だということは共通している点で

す。気になる方はご自分の目で展示を見て、何のための

イエか考えてみて下さい。 

↑住居状遺構調査風景 

当館で初公開！ 
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